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へ
の
職
員
派
遣
（
平
成
29
年
度
12
件
）

や
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
依
頼
の
都
度
、

認
知
症
カ
フ
ェ
は
年
4
回
開
催
）
な
ど
、

多
機
関
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
事
業

（
図
1
・
表
1
）
に
取
り
組
み
、
地
域

す
る
専
門
性
の
高
さ
」「
給
食
業
務
の

直
営
に
よ
る
柔
軟
性
（
＝
利
用
者
の
要

望
に
応
え
や
す
い
）」「
相
談
支
援
体
制

の
充
実
」
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
、
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

法
人
の
強
み
を
活
か
せ
る
地
域
貢
献
に

つ
い
て
、
花
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

協
議
し
、
石
鳥
谷
会
の
ほ
か
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

行
政
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
会
議
を

通
し
て
連
携
し
、
検
討
さ
れ
る
課
題
に

対
し
て
対
応
で
き
る
も
の
は
協
力
し
て

い
き
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
・
介
護
教
室
等

に
設
置
さ
れ
た
総
合
企
画
室
で
「
地
域

が
必
要
と
す
る
こ
と
は
何
か
」「
石
鳥

谷
会
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を
基
準

に
検
討
し
た
結
果
、
同
会
の
も
つ
資
源

を
活
用
し
て
地
域
貢
献
を
果
た
し
、
地

域
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
「
地
域
貢
献
事
業
」
へ
の
取
組
を
開

始
し
ま
し
た
。

法
人
の
強
み
を
活
か
せ
る

地
域
貢
献

　

石
鳥
谷
会
の
強
み
は
「
認
知
症
に
対

　

社
会
福
祉
法
人
石
鳥
谷
会
は
、「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」「
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
な

ど
5
事
業
を
運
営
す
る
職
員
数
１
２
０

人
（
非
常
勤
を
含
む
）
の
法
人
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
等

を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
26
年
に
同
会

資料作成・提供
社会福祉法人石鳥谷会  特別養護老人ホームいしどりや荘副施設長　去石 誠 氏

地域貢献事業の紹介
①サロン、介護教室等への職員派遣

　各地区サロンや介護教室等に講師として職員を派遣し、介護予防体操や
介護保険事業の講座などを実施。終了後には、参加者の話しを聞き、今後
の参考にします。

②認知症サポート事業
　本会がもつ強みである認知症に関する専門性を活かし、地域住民や学校、
企業などを対象とした認知症サポーター養成講座への講師派遣や、サロン
等での認知症講座、認知症カフェなどを実施しています。

③緊急避難場所提供事業（＝2019年3月現在休止中）
　行政や市社協等の関係機関と連携し、生活困窮者や災害等により、宿泊
場所を必要とする方々を支援する緊急避難場所提供事業を実施しています。
　利用者は、宿泊場所や食事、入浴といったサービスを無料で利用できます。

④IWATE・あんしんサポート相談事業
　社会福祉法人協働による地域公益活動推進事業「IWATE・あんしんサ
ポート相談事業」に参画・推進し、あんしんサポート相談員を４名配置。
生活困窮者への自立支援をするとともに、花巻市内参画法人の相談員を対
象に、「花巻市あんしんサポートネットワーク会議」を開催し、相談員相互
の連携強化及びスキルアップ研修を実施しています。

（表1）

社
会
福
祉
法
人
と
関
係
機
関

連
携
に
よ
る
地
域
貢
献

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
法
人
、社
協
、行
政
）を
活
か
し
住
民
支
援
を
実
践

　
社
会
福
祉
法
人
石
鳥
谷
会

サロンでの介護予防教室（石鳥谷会職員講師）

サロンでの看護師さんによる健康相談と血圧測定
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に
お
け
る
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
や
、
既

存
の
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
住
民
へ

の
支
援
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

他
法
人
と
の
連
携
強
化

　

地
域
貢
献
事
業
の
１
つ
で
も
あ
る

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
・
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
相

談
事
業
（
図
２
）
は
、
花
巻
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
生
活
困
窮
者
等

の
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

花
巻
市
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
、
花
巻
市
内
参

画
法
人
施
設
相
談
員
相
互
の
連
携
強
化

な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
い
し
ど
り
や
荘
の
去
石
誠
副

施
設
長
は
「
相
談
の
多
く
を
石
鳥
谷
会

が
受
け
て
い
た
時
期
は
多
忙
で
し
た
。

他
の
法
人
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

す
る
こ
と
で
職
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

地
域
貢
献
事
業 

活
動
の
成
果

　

事
業
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
事
業
の
成
果
に

つ
い
て
、
去
石
誠
副
施
設
長
は
「
各
部

署
が
必
要
な
職
種
の
職
員
を
ス
ム
ー
ズ

に
派
遣
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
職

員
の
地
域
貢
献
に
対
す
る
理
解
も
深
ま

り
ま
し
た
」
と
、
ま
た
「
地
域
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
の
人
に

信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
頼
り
頼
ら

れ
る
関
係
づ
く
り
が
で
き
て
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
」
と
、
法
人
と
地
域
の
関

係
構
築
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
「
他
の
法
人
や
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
連
携
で
可
能
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
多
機
関
連
携
の
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

多
機
関
連
携
に
よ
る
住
民
支
援
の
他

地
域
へ
の
波
及
が
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

認知症カフェ（あったカフェ）入口花巻市あんしんサポートネットワーク会議の様子

特別養護老人ホームいしどりや荘外観

いしどりや荘 去石誠副施設長
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地 域 の 課 題

社　協 地域ケア会議等 包　括

石鳥谷会

･サロン
･介護教室

･緊急避難場所
　提供事業
･就労支援
･非常食等の
　提供

･サポーター
　養成講座
･相談支援
･認知症カフェ

［ 職員の派遣 ］

･配食サービス
･デイかまど
･緊急避難場所
　提供事業
･就労支援

［ 独自事業 ］

生活困窮者
支援

認知症
サポート事業

相　談　者

花巻市社会福祉協議会

いしどりや荘

他施設 他施設 他施設

支援

地域貢献事業　多機関連携　イメージ図 （図1）

IWATE・あんしんサポート相談事業　支援の流れ （図2）


